
山形県農林水産部指定管理者審査委員会（令和６年度第２回）の概要 

 

１ 日時 

  令和６年６月13日（木）10時00分～10時35分 

 

２ 会場 

  山形県庁15階ｅミーティングルーム 

 

３ 出席委員 

  髙橋 和博 委員長、細江 大樹 委員、髙橋 和典 委員、中川 恵 委員、 

  福井 克 委員（山形県源流の森）、森川 東太 委員（山形県源流の森） 

 

 

４ 公開・非公開の別 

  公開と決定 

 

５ 審査内容及び質疑概要 

「山形県源流の森」の指定管理者募集要項の審査 

   事務局からの募集要項等の説明、委員による質疑の後、審査を行い、採決の結

果、原案のとおり可決された。 

 

＜主な質疑・意見等＞ ※〇：委員 ●：事務局 

 ○ 山形県源流の森の過去５年間の収支状況をみると、令和元年度、令和３年

度及び令和４年度の収支がマイナスとなっている。こうした経緯を踏まえ、

今回公募する令和７年度以降の指定管理料の上限を現行よりも増額したのか。 

  ● 昨年度までの人事委員会勧告による人件費引上げや物価上昇等を考慮し、

指定管理料の上限額を現行よりも562千円増額したところである。 

  ○ 自然災害やクマによる被害などに対する安全配慮のための協定等は何かあ

るのか。 

  ● 協定はない。公募にあたり提出してもらう事業計画書の中で、施設や利用 

者の安全管理に関して提案してもらうこととしている。 

  ○ 決定になった指定管理者と県が相談しながら対応していくということか。 

  ● そのように考えている。 

  

以上 


